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真
言
宗
泉
涌
寺
派
、
総
本
山
御み

て
ら寺

泉せ
ん
に
ゅ
う涌

寺じ

は
御
皇
室
の
菩
提
所
、
御
香
華
院
と
し

て
鎌
倉
時
代
よ
り
今
に
続
き
居
り
ま
す
日

本
で
唯
一
の
御
寺
（
み
て
ら
）
で
す
。
御

寺
泉
涌
寺
は
八
百
年
余
り
前
十
三
世
紀
始

め
に
肥ひ

ご
の後

国く
に

、
今
の
熊
本
県
出
身
、
開
山

俊し
ゅ
ん
じ
ょ
う芿

律
師
、
月
輪
大
師
に
よ
っ
て
創
建

さ
れ
た
寺
で
、
若
く
し
て
佛
門
に
入
り
戒

律
の
修
行
勉
強
に
と
現
在
の
中
国
、
宋
の

国
へ
十
二
年
間
の
長
き
に
渡
り
戒
律
を
会

得
さ
れ
帰
国
後
に
現
在
の
地
に
泉
涌
寺
を

開
創
さ
れ
ま
し
た
。
宋
に
て
の
十
二
年
間

に
真
言
宗
だ
け
で
な
く
、
天
台
宗
、
禅
宗
、

浄
土
宗
の
四
宗
兼
学
に
て
重
ね
て
律
宗
の

五
宗
ま
で
学
ば
れ
、
現
在
に
於
い
て
も
今

だ
に
泉
涌
寺
で
は
五
宗
の
勤
行
（
法
要
）

を
執
行
し
て
居
り
、
他
に
な
い
泉
涌
寺
だ

け
の
事
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

時
の
鎌
倉
時
代
は
佛
教
が
盛
ん
で
有
名

な
る
僧
が
多
く
、
浄
土
宗
の
法
然
上
人
、

浄
土
真
宗
の
親
鸞
上
人
、
日
蓮
宗
の
日
蓮

上
人
、
臨
済
宗
の
栄
西
禅
師
な
ど
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
俊
芿
律
師
は
、
知
る
人

は
知
る
乍
ら
知
名
度
は
低
か
っ
た
の
で

京都御苑、蛤御門から京都御所（左手）と大宮仙洞御所（奥）を望む。背後は五山送り火の東山・大文字山

平
安
京
以
来
の
都
と
し
て
御
所
が
お
か
れ
て
い
た
歴
史
か
ら
京
都
に
は
皇
室
と
縁
の
あ
る
寺
社
が
数
多
く
あ
る
が
、
東
山

の
一
嶺
、
月
輪
山
の
麓
に
た
た
ず
む
泉
涌
寺
は
特
に
そ
の
関
係
性
が
深
い
と
言
っ
て
よ
い
。
歴
代
天
皇
の
山
陵
が
営
ま
れ
、

歴
史
的
に
も
皇
室
の
菩
提
所
と
し
て
、
篤
い
信
仰
を
集
め
て
き
た
。
御
寺
泉
涌
寺
の
長
老
、
上
村
貞
郎
氏
に
そ
の
由
来
、

京
都
御
所
と
の
関
係
、
皇
室
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

御
皇
室
の
菩
提
所
、
御
寺
泉
涌
寺

上
村
貞
郎
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か
ら
要
領
の
い
い
者
と
そ

う
で
な
い
者
が
い
る
の
で

す
。
で
も
見
て
い
る
と
外

側
の
ヒ
ナ
の
給
餌
量
の
方

が
少
し
多
い
の
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
は
持
ち
味

で
す
の
で
大
人
の
も
の
さ

し
で
測
り
、
是
正
し
よ
う

と
す
る
こ
と
が
そ
の
子
に

と
っ
て
い
い
こ
と
か
ど
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
要
領

が
悪
い
こ
と
は
、
短
所
で

な
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら

で
す
。

昨
年
、
宗
像
神
社
の
三
番
目
に
巣

立
っ
た
ア
オ
バ
ズ
ク
の
ヒ
ナ
は
セ
ミ

の
よ
う
な
大
き
な
エ
サ
は
な
か
な
か

喉
を
通
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
番
に

巣
立
っ
た
ヒ
ナ
は
翅は

ね

つ
き
の
セ
ミ
も

グ
イ
グ
イ
と
呑
み
込
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。
親
鳥
が
翅
を
取
り
除
い
て
与

え
て
も
喉
を
通
ら
な
い
の
で
五
分
以

上
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
時
間

ほ
ど
で
三
羽
の
ヒ
ナ
に
給
餌
す
る
こ

と
を
思
え
ば
与
え
ら
れ
る
量
の
確
率

は
少
な
く
な
り
ま
す
。
ヒ
ナ
が
小
さ

い
間
は
翅
を
取
り
除
い
た
ガ
や
甲
虫

エ
ナ
ガ
の
ヒ
ナ
は
、
巣
立
っ
た
後

ピ
ッ
タ
リ
と
寄
り
添
っ
て
親
鳥
の
給

餌
を
待
ち
ま
す
。
そ
れ
を
「
エ
ナ
ガ

押
し
」
な
ら
ぬ
「
目
白
押
し
」
と
言

い
ま
す
。
寄
り
添
う
こ
と
で
外
敵
に

襲
わ
れ
る
こ
と
か
ら
身
を
守
ろ
う
と

し
ま
す
。
ま
た
、
寒
さ
を
防
ぐ
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。
一
番
外
側
は
狙
わ

れ
や
す
く
保
温
に
も
不
利
な
の
で
、

な
る
べ
く
内
側
に
入
ろ
う
と
し
て
、

た
え
ず
順
序
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

中
に
は
何
度
も
外
側
に
押
し
や
ら
れ

る
ヒ
ナ
も
い
ま
す
。
巣
立
っ
た
と
き

失
い
た
し
ま
し
た
が
、
明
治
天
皇
の
お
心

に
て
二
年
後
の
明
治
十
七
年
に
霊
明
殿
が

見
事
に
再
建
さ
れ
、
そ
れ
と
共
に
今
の
御

座
所
等
の
建
物
を
京
都
御
所
内
に
あ
っ
た

御
里
御
殿
よ
り
移
築
し
て
頂
き
、
明
治
天

皇
に
感
謝
あ
る
の
み
で
す
。
再
建
さ
れ
た

霊
明
殿
に
は
天
智
天
皇
か
ら
昭
和
天
皇
、

香
淳
皇
后
ま
で
全
て
の
御
方
を
お
祀
り
い

た
し
て
居
り
ま
す
。
そ
の
霊
明
殿
に
て
四

帝
、
孝
明
天
皇
、
皇
后
、
明
治
天
皇
、
皇

后
、
大
正
天
皇
、
皇
后
、
昭
和
天
皇
、
皇

后
の
八
名
の
お
方
と
最
初
の
御
縁
の
四
條

天
皇
の
九
名
の
お
方
の
月
命
日
に
御
回
向

を
申
し
上
げ
そ
の
お
方
以
外
の
天
皇
、
皇

后
様
は
年
忌
に
て
御
回
向
申
し
上
げ
て
居

り
ま
す
。

重
ね
て
今
上
陛
下
、
上
皇
陛
下
の
玉
躰

安
穏
、
皇
后
陛
下
、
上
皇
后
陛
下
、
秋
篠

す
。
し
か
し
な
が
ら
戒
律
の
僧
の
第
一
人

者
に
て
当
時
の
天
皇
に
信
頼
篤
く
時
の
後

鳥
羽
天
皇
が
上
皇
に
お
成
り
時
に
戒
を
授

け
ら
れ
、
高
貴
な
方
々
に
度
々
戒
を
授

け
ら
れ
た
為
に
特
に
信
頼
を
得
て
後
の

一
二
四
二
年
、
四
條
天
皇
の
お
葬
式
を
泉

涌
寺
で
執
り
行
っ
た
の
が
始
ま
り
で
、
明

治
天
皇
の
御
父
上
、
孝
明
天
皇
、
御
母

上
、
英
照
皇
后
の
お
葬
式
ま
で
泉
涌
寺
で

執
り
行
っ
た
為
、
皇
室
の
菩
提
所
、
御
香

華
院
と
呼
ば
れ
る
様
に
成
り
ま
し
た
。

明
治
十
五
年
に
歴
代
天
皇
、
皇
后
を
お

祀
り
し
て
い
る
霊
明
殿
等
を
不
幸
に
も
焼

草
木
や
生
き
も
の
が
語
り
か
け
て
い
る
こ
と

～
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
～

御
苑
の
野
鳥
か
ら
学
ぶ
子
育
て西

台
律
子

宮
家
始
め
各
宮
家
、
ご
皇
室
の
日
々
ご
健

祥
に
て
の
無
事
安
全
の
祈
祷
を
も
厳
修
さ

せ
て
頂
き
居
り
ま
す
。
そ
の
為
昭
和
天
皇

様
、
上
皇
陛
下
と
泉
涌
寺
長
老
が
御
目
通

り
頂
い
た
時
に
は
必
ず
「
い
つ
も
祈
っ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
の
お
言
葉
を
頂
戴

い
た
し
ま
す
。
御
寺
泉
涌
寺
な
ら
で
は
と

有
り
難
い
限
り
で
す
。
去
る
平
成
三
十
一

年
三
月
二
十
五
日
に
両
陛
下
が
京
都
大
宮

御
所
に
行
幸
啓
に
て
お
成
り
な
ら
れ
た
時

も
泉
涌
寺
長
老
上
村
に
お
言
葉
を
力
強
く

頂
戴
い
た
し
感
激
い
た
し
ま
し
た
。

元
号
も
五
月
一
日
平
成
か
ら
令
和
元
年

と
な
り
新
し
い
日
本
国
の
出
発
で
す
。
御

皇
室
の
弥
栄
を
祈
念
し
、
重
ね
て
日
本
国

安
泰
を
御
祈
念
い
た
し
結
び
と
い
た
し
ま

す
。

（
真
言
宗
泉
涌
寺
派
管
長

 

総
本
山
御
寺
泉
涌
寺
長
老
）

「目白押し」のエナガのヒナ

� 写真提供：泉涌寺

←

→

御座所（京都御所にあった御里御殿が移築されたもの）

� 写真提供：泉涌寺

写真提供：泉涌寺（撮影者:川西　善樹）

御座所内の玉座の間

唐門・霊明殿
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て
い
ま
す
。
校
舎
か
ら
見
え
て
い
る
の

は
、
京
都
仙
洞
御
所
と
呼
ば
れ
る
部
分
で

す
。
仙
洞
御
所
と
は
、
退
位
し
た
天
皇
の

生
活
空
間
で
す
。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
か
つ

て
、
こ
こ
に
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
城
郭
が

築
か
れ
ま
し
た
。
専
門
家
は
「
京
都
新

城
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
秀
吉
の
息
子
・

秀
頼
の
京
都
で
の
拠
点
と
す
る
予
定
で
し

た
が
、
実
際
に
秀
頼
が
生
活
し
て
い
た
の

は
大
坂
城
で
し
た
。
秀
吉
の
死
後
に
は
、

妻
で
あ
る
北
政
所
（
お
ね
）
が
晩
年
を
こ

こ
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
秀
吉
亡
き
後
の

豊
臣
家
を
支
え
る
た
め
、
淀
殿
は
大
坂
城

で
、
北
政
所
は
こ
こ
京
都
新
城
で
、
手
を

取
り
あ
っ
て
協
力
的
に
政
治
活
動
を
し
て

い
た
こ
と
が
最
近
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し

た
。
京
都
新
城
は
、
内
裏
（
現
京
都
御
所
）

鴨お
う
き沂
高
校
の
京
都
文
化
コ
ー
ス
で
は
、

京
都
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
学
び
、
多

く
の
人
に
伝
え
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
多
忙
な
学
校
生
活
の
合
間
、
私
た

ち
は
す
ぐ
隣
の
京
都
御
苑
の
緑
に
癒
さ
れ

苑
内
で
は
、
ア
オ
サ
ギ
の
子
育
て

も
観
察
で
き
ま
す
。
ア
オ
サ
ギ
の
親

鳥
は
ふ
化
し
た
ヒ
ナ
を
こ
ま
や
か
に

守
り
続
け
、
日
差
し
が
強
け
れ
ば
翼

で
覆
い
、
雨
が
降
れ
ば
翼
が
傘
代
わ

り
に
な
り
ま
す
。
大
風
の
と
き
も
必

死
で
守
り
、
ど
ん
な
時
も
協
力
し
て

餌
を
運
ん
で
き
て
ヒ
ナ
に
与
え
ま

す
。
こ
ん
な
に
愛
情
深
い
親
鳥
で
す

が
、
万
が
一
ヒ
ナ
が
地
面
に
落
ち
て

し
ま
っ
た
ら
、
落
ち
た
ヒ
ナ
に
餌
を

与
え
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
ヒ
ナ
に

と
っ
て
失
敗
は
命
と
り
に
な
る
の
で

す
。
落
ち
る
よ
う
な
体
力
の
な
い
ヒ

ナ
は
生
き
伸
び
て
い
け
な
い
と
で
も

思
う
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
が
人
間

と
違
う
と
こ
ろ
で
す
。
人
な
ら
失
敗

が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
バ
ネ
に
成
長

で
き
る
と
期
待
す
る
で
し
ょ
う
。
失

敗
の
数
が
多
い
ほ
ど
成
功
の
喜
び
が

数
倍
に
な
る
と
い
う
特
権
が
人
に
は

あ
る
と
い
う
こ
と
を
幸
せ
に
思
い
ま

す
。�

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
）

の
腹
部
な
ど
を
主
に
与
え
て
い
た
の

で
支
障
が
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
し

か
し
巣
立
っ
て
か
ら
二
週
間
ほ
ど
は

セ
ミ
を
小
さ
く
ち
ぎ
っ
て
与
え
る
こ

と
も
な
く
、
ガ
や
甲
虫
な
ど
小
さ
な

虫
に
取
り
換
え
る
こ
と
も
あ
え
て
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
成
長
が
遅
れ
て
い

る
と
感
じ
て
も
他
の
ヒ
ナ
と
同
じ
セ

ミ
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
た
く
ま

し
く
育
っ
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
親
か
ら
自
立
し
た
後
は
セ
ミ
に

頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
感

じ
て
い
た
の
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ

ん
。
事
実
三
週
目
に
は
他
の
ヒ
ナ
と

同
じ
ペ
ー
ス
で
や
っ
と
呑
み
込
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
立
し
た
後

は
自
分
で
セ
ミ
を
捕
ら
え
翅
ご
と
呑

み
込
ん
で
い
ま
し
た
。
親
が
こ
ま
や

か
な
手
助
け
を
し
な
い
の
は
心
配
し

ま
す
が
、
本
当
は
そ
の
子
の
将
来
を

大
切
に
思
っ
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ

と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ヒナを守るアオサギの親鳥

３番目に巣立ったアオバズクのヒナ（左）

苑
内
利
用
者
の
声

校
舎
の
と
な
り
に 

―
京
都
新
城
と
北
政
所
―

角
川
遥
香

の
近
く
に
位
置
し
た
の
で
、
朝
廷
や
公
家

へ
の
働
き
か
け
に
は
う
っ
て
つ
け
の
場
所

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
す
ぐ
隣
に
歴

史
的
な
場
所
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
幸
せ
を
、
私
た
ち
は

日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

（
京
都
府
立
鴨
沂
高
等
学
校
京
都
文
化
コ
ー
ス

　

平
成
三
十
年
度
卒
業
生
）
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んな歴史に思いを馳せてほしい。

鴨沂高校 図書室から眺める京都仙洞御所

京都府立鴨沂高校  位置図
宮家建築の雰囲気を伝える主屋
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会員募集（2019年度）のお知らせ
2019年度（2019年1月〜12月）の
国民公園協会京都御苑会員を募集し
ます。
■ 年会費
⃝普通会員…………… 1,000円以上
⃝賛助会員（会社・団体）
　　　　　………… 10,000円以上

■ 会員特典
1	京都御苑ニュースの送付
2	葵祭及び時代祭の観覧席招待券

の進呈（ただし普通会員は会費
4,000円以上の方に限ります。）

■ 申し込み・お問合せ先
　（一財）国民公園協会京都御苑

■苑内利用施設・サービスのご案内

http://www.fng.or.jp/京都御苑 検索詳しくは

■イベントのお知らせ■イベントのお知らせ

5月1日元号が改まり、平成31年でもあり、令和元
年ともなった2019年。1年半有余かけて行われ
た中立売地区再整備も完了、4月にグランドオー
プンを迎えた。心新たに京都御苑を訪れる全て
の方 に々安心して楽しめる憩いの場となるよう
努めていきたい。� （発行人　池田善一）

閑院宮邸跡収納展示館

京都御苑南西角の旧閑院宮邸跡地に建つ公家屋
敷の風格残る旧宮内省建物の遺構。収納展示室
では京都御苑の歴史や自然を紹介しています。
●ネイチャーランド〜しぜんはともだち〜
親子で遊びながら御苑の自然が学べます。
＊都合により休止になる場合がございます。
開館時間： 9:00～16:30（入場16:00まで）／無料
休 館 日：月曜日（祝日は開館）、年末年始
アクセス：�間ノ町口すぐ（御苑南西角　地下鉄

丸太町 市バス烏丸丸太町 徒歩5分）

拾
しゅうすいてい

翠亭（茶室）

五摂家の一つであった九條家の遺構で江戸時代
後期に建てられた九條家別邸。
公 開 日：毎週木・金・土曜日、葵祭、時代祭 9:30
　　　　  ～15:30　参観料　100円（高校生以上）
貸切利用：��茶会、句会、謡曲等の会合にご利用

できます。利用料については協会
ホームページをご覧ください。

休憩所（レストハウス・売店）

休憩やお食事・喫茶にご利用ください。京都御
苑オリジナルのお土産物を多数揃えています。

営業時間： 9:00～17:30
中立売休憩所（『京都御苑 檜垣茶寮』）
中立売御門北側に2019年1月新規オープン。中
立売駐車場に隣接、京都御所参観へのアクセス
は抜群です。木の香る落ち着いた雰囲気の中で
お食事ができます。売店『檜垣』では、御所限
定のオリジナル商品を多数取り揃えています。
KYOTO-WiFiも利用可能。

●京都五山送り火 延長営業
8月16日（金）は、21:00まで延長営業致します。
京都御苑から眺める大文字送り火をお楽しみく
ださい。
富小路休憩所（御苑南東富小路口すぐ、テニスコー
ト隣接）軽食・喫茶、菓子等の販売。

駐車場

料金：乗用車800円 バス2,000円（最初の3時間）
中立売駐車場（乗用車、バス併用）
入場　7:40～19:30　出場　24時間
清和院駐車場（乗用車専用）
入・出場　8:40～20:00（20:00以降閉鎖）

運動施設

富小路テニスコート（5面）有料
富小路広場（6面）／今出川広場（3面） 有料
軟式野球・ソフトボールなどにご利用ください。
申し込み：（一財）国民公園協会京都御苑

京都御所の通年公開

公 開 日：���通年（事前申し込み不要／無料）
　　　　　ただし、下記は休みとなります。
　　　　　月曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　　年末年始（12月28日～1月4日）
　　　　　行事等実施のため支障のある日
公開時間：�4月～8月/9：00～17：00（入場は16：20まで）
入 場 門： 清所門
お問合せ： 宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

京都仙洞御所の参観拡充

事前申込に加えて当日受付も行われています。
お問合せ：宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

京都迎賓館一般公開

日本の歴史・文化を象徴する京都で、海外から
の賓客をお迎えし、日本への理解と友好を深め

ていただくための国の迎賓施設です。
公 開 日：�詳細は迎賓館のホームページでご確

認ください。
参観料金： �大人1,500～2,000円　大学生1,000～1,500円　

中高生500～700円
お問合せ：迎賓館京都事務所　☎075-223-2302

京都御苑夏の自然教室

日　時： 2019年7月21日（日）　9：30〜12：00
受　付： 9：00～9：20
集　合： 清和院御門（寺町通 梨木神社南西）
講　師： 京都自然観察学習会の先生方
内　容： �夏の御苑の植物、キノコ、昆虫や野鳥

の生態を観察します。
参加費： 100円（保険代）
主　催： 環境省京都御苑管理事務所
　　　　（一財）国民公園協会京都御苑

京都御苑Instagram／Twitterで最新の情報をチェック！

@kyotogyoen_info @gyoen_info

御所の華弁当 右近の橘
（要予約）

『檜垣茶寮』
ロゴマーク©

その他： �筆記用具、雨具、水筒の準備、野外活
動に適した服装でご参加ください。ルー
ペ、双眼鏡など観察用具があると便利です。

＊�当日7：00時点で大雨、暴風警報が発令されてい
る場合などやむなく中止する場合があります。　　　　　　　

夏のトンボ池一般公開

普段は立ち入りを制限している「トンボ池」を
公開します。自由に見学ができますので、是非
お立ち寄りください。（雨天中止）
日　時： 2019年8月2日（金）～4日（日）　　　　  
　　　　9：30～12：00
場　所： 京都御苑トンボ池（富小路北東へ徒歩5分）
参加費： 無料
主　催： 環境省京都御苑管理事務所
　　　　（一財）国民公園協会京都御苑
その他： 野外活動に適した服装でご参加ください。
　　　　捕虫網や三脚の持ち込みはご遠慮ください。

6月 7月 8月 9月

6月～7月

6月～7月

ナツツバキ〈染殿井、母と子の森周辺〉

アジサイ〈児童公園など〉

7月中旬〜10月中旬

ムクゲ〈閑院宮邸跡庭園〉

7月～9月

サルスベリ〈間ノ町口内、九條池周辺、建礼門前、寺町御門など〉

御
苑
の
花
暦

京都御所紫宸殿

ナツツバキアジサイ ムクゲ サルスベリ
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